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スピン偏極陽電子ビームにより物質内部、薄膜、表面の電子スピン状態を分析する。

スピン偏極陽電子ビーム分析
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スピン偏極陽電子ビーム分析
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生成メカニズムの解明
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スピン偏極陽電子ビームにより物質内部、薄膜、表面の電子スピン状態を分析する。
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・強磁性バンド構造(ハーフメタルなど)に関する電子運動量分布解析ができます。
・原子空孔(酸化物・窒化物半導体など)に付随する磁気モーメントの検出ができます。
・金属最表面の電子スピン偏極率(強磁性金属、スピンホール効果、ラシュバ効果など)の決定が
できます。

スピン分析の例

○Co2MnSiのハーフメタル性 ○ZnOの原子空孔誘起強磁性 ○重金属表面の電流誘起スピン
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